
令和５年度 秋号 

せたがや未来の平和館だより（世田谷区立平和資料館だより） 

災害から学ぶ平和 
令和 5年 10月発行／生活文化政策部人権・男女共同参画課 平和資料館 

災害がもたらす「平和ではない状態」を紹介しながら、

１００年前の関東大震災において流言飛語（デマ）により

朝鮮人等が殺傷された事件を取り上げ、非常時の誤情報に

よって他者を傷つけることから、現代でも必要とされる情

報への向き合い方を展示しました。平常時の社会に根付い

た暴力が災害時にどのように行われたり、または放置され

ることについて、関東大震災100年という節目に来館者の

皆さんと一緒に考えました。 
 

学徒出陣から 80 年 

 今から 80 年前の 1943 年 10 月、

兵力不足を補うため、それまで免除さ

れていた大学生や高等専門学校生も、

理科系を除く 20 歳以上の男子は徴兵

されるようになりました。 

 学徒出陣といわれ、多くの若者が出

征し命を落としました。その記憶を忘

れないため、私たちが過去を振り返り

現代を考えるきっかけに、企画展を催

す予定です。ワークショップやお話し

会も予定しております。 
 

写真週報 1943年 10月 20日号 

第 294号の表紙 

災害時における多様なニーズを考えさせられる 

避難所運営ゲーム「世田谷版 HUG」  

企画展 関東大震災 100年から考える「災害と平和」を 9月に開催しました 

 平穏な生活が災害によって突如奪われた場合、人

はどのようにその現実と向き合うか、また混沌とした状

況下にあっても冷静な判断と行動をし、他者の人権・尊

厳を大切にすることができるかについて、パネルと写真

で展示しました。 

戦争体験をお話し

て下さる方を募集

しております！ 
 

語り部DVD収録やお話

し会などで、戦争体験を

お話してくださる方など

を募集しております。平

和資料館にぜひご連絡く

ださい。 

展示風景 

日程や詳細は決まり次第ホームページに記載しますのでご覧ください。 



せたがや未来の平和館だよりは、区のホームページからカラーでご覧になれます。  

 

ライブラリー通信 
 
 

□ 開館時間     午前９時 ～ 午後５時 （入館は午後４時４５分まで）     ◆多機能トイレ・授乳室が有ります。 

□ 入 館 料    無 料 

□ 休 館 日    毎週火曜日 （火曜日が祝日の場合は翌水曜日） 

            年末年始 （１２月２９日～１月３日）） 

□ 所 在 地    〒１５４－０００１  東京都世田谷区池尻１－５－２７ 

                                                  世田谷公園内 （野球場となり) 

☎ ０３－３４１４－１５３０    FAX ０３－３４１４－１５３２   

   せたがや未来の平和館だより 

 

せたがや未来 
の平和館 

 展示品紹介 vol.8  空爆 戦争積み木 

検証 東日本大震災の流言・デマ 

荻上 チキ 著 光文社新書、2011年5月 

 今年の９月に開催された平和資料館での企

画展「災害と平和」においてもパネル掲示を

した、災害時における流言・デマをテーマに

した書籍です。 

 特に東日本大震災では、情

報技術が浸透して以降の大震

災であったことなどや、当時

に起きたチェーンメールなど

を時系列に検証していて今後

の災害のために必要なことが

かかれていますぜひ手にとり

ご覧ください。 

ソウル・サーファー（soul surfer） 

べサニー・ハミルトン 著 鹿田 昌美（訳） 

ソニー・マガジン、2005年3月 

 サーフィン中に、巨大なサメに左腕をくい

ちぎられ、奇跡的に一命をとり留めた13歳の

ハワイ州カウアイ島に住む少女の自伝です。

家族や沢山の友人に助け

られ、事故からわずか１

か月後にサーフィンを再

開し、その後トーナメント

で上位入賞を果たしまし

た。逆境から自分らしく

生きることが学べる一冊

です。なお本作は映画化

にもなっています。 

 専門員による常設展ガイドを聞き

ながら展示をご覧になりませんか。 

館内がイド日程 

● 10 月 14 日（土） ● 11 月 18 日（土） 

● 12 月 16 日（土） ●   1 月 14 日（日） 

 各 日14時より・予約不要・参加費無料 

館内ガイドをします！ 

★ 5 名以上の団体の場合、上記日程以外でも 

 ガイド可能です。事前にご相談ください。 

 疑問や質問などなげ

かけあいながら対話

型でご案内します。 

 

荻上チキ『検証 東日本

大震災の流言・デマ』／

光文社新書  

 ご寄贈いただいた方のお父様（昭和 7 年生まれ）

が子どもの頃に使っていた積木です。 

 戦車や飛行機、鉄砲を持つ兵士、爆弾が爆発したと

ころなどが積木になって

います。日中戦争以降、

このように子どもたちが

遊ぶおもちゃや絵本にま

でも軍事色が浸透してい

きました。「庶民の生

活」のコーナーに、当時

流行ったグリコのおまけ

なども展示しています。 

庶民の生活コーナーに展示しています 


